
受取額 UP（1,000円）に！ 

提供会員へは市から活動 1時間につき 

給付金（500円）を支給＋利用料 

サポート利用料が 1時間 800円から 500円に改定 

平日 7 時から 19 時の場合、それ以外は 100 円増し 

受取額 UP（1,000円）に！ 

提供会員へは市から活動 1時間につき 

給付金（500円）を支給＋利用料 

令和 5年 4月 1日以降出生のお子さんがいる利用・両方会員に

子サポ deあずかりおためし券（8時間分）を配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若葉が 初夏の日差しに輝く季節となりましたが、皆様お元気にお過ごしでしょうか？ 

  日ごろ横浜子育てサポートシステムの活動にご理解、ご協力いただきありがとうございます。新

型コロナウィルス感染症の位置づけが 2 類から 5 類に変更となりました。マスクの着用は個人

の判断にお任せとなりますが、引き続き感染対策に気を付けながら会員間で安全な活動を心が

けていただきますようお願いいたします。 

   この度、令和 5 年 7 月 1 日から横浜子育てサポートシステムがより身近な子育て支援となる

ように変わります。引き続きご理解、ご協力お願いいたします。 
 

   

     ～次世代を共に育み、安心して子育てできるまち 横浜へ～ 

令和 5年 7月１日より以下の 3点が始まります！ 
 

   

 

 

 

 

 

 

   

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年 6月発行／横浜子育てサポートシステム緑区支部 

 

援助活動報告書が 

新しくなります 

利用会員 

提供会員 

新事業説明会開催します！ ご参加ください。 詳細は中面に→ 

給付金手続きの方法や援助活動報告書の記入について等 

利用会員 



新事業についての説明会（提供・両方会員交流会） 
 

7 月 1 日からの新事業スタート前に、変更点や、報告書の書き方、給付金の手続きについて 

などみなさんと一緒に確認したく、以下の日程で説明会（1 時間程度）を行います。 

みなさま奮ってご参加ください。 

またこの機会にお茶でも飲みながら日頃のサポートの様子やご意見ご要望等もお聞かせくだ 

さい。 

 

① 6/17（土）１３:３０～１５:００ ③6/27（火）１０:３０～１２:０0 

② 6/21（水）１０:３0～１２:００ ④６/28（水）１３:３０～１５:００ 

 

場 所 いっぽ（２階研修室） 

持ち物 同封の新事業についての案内・請求の手引き他 

予 約 不要（参加できる日が決まっている方はご連絡ください） 

   ※説明会開催日以外にも随時対応します。緑区支部（045-982-3521）まで 

お問い合わせください。 

 

令和 4年度緑区支部報告  

 

 

身近に頼れる人とのつながりを求めて入

会説明会に参加される方、会員登録される

方が増えてきています。しかしそれを支え

る提供・両方会員がいないとこの制度は成

り立ちません。より多くの方にこの活動に

参加してもらいたいと、小学校・中学校で

のサポート事業周知のチラシ配布やオン

ラインでの入会説明会を行いました。新し

く 29 名の提供・両方会員が仲間に加わっ

て活動を始めています。 

令和 5 年度は新制度も始まりサポート活

動にますます関心が寄せられています。提

供会員になるための研修を10月26～28

日にいっぽで開催します。お近くにサポート活動に興味のある方がいましたら是非ご紹介くださ

い。 

活動内容は保育園、学童保育、習い事への送迎の利用が約 43％と多いです。またお子さんを預け

る第一歩として「いっぽのひろば」での預かりが増えています（令和 3 年度 56 件→145 件）。

お子さんを優しく見守ってくださる提供・両方会員さんと出会うきっかけになればと願っていま

す。 

 

送迎のみ

43%
預かりのみ

34%

送迎と預かり

23%

援助活動内容別件数割合4,467件



職場復帰するママのための入会説明会 

２月２５日（土）の入会説明会に、利用会員で職場復帰した先輩ママ 2 名をお招きし、体験談をお

聞きしました。先輩ママのお話を一部ご紹介します。 

 

I さん：2 歳男の子と 4 ヶ月の女の子のママ 

1 人目の子が 7 ヶ月の時に職場復帰。8：30～15：00 の病院勤務。通勤に片道 1 時間半かか 

り体力的にハードなので睡眠時間の確保を大切にしています。保育園からの呼び出しなど心配で

したが、自分の職場の理解もあリ、テレワークの多かったパートナーとスケジュール調整し、協

力してきました。お母さんは不安だと思いますが子どもは意外と大丈夫。周りを頼って頑張りす

ぎず自分らしく自分を大事にしてください。 

提供会員さんは地域の事や料理の事も教えてもらったりできる頼れる先輩ママさんです。 

 

K さん：5 歳男の子と 3 歳女の子のママ 

2 人目の子が 1 才の時、新たに営業事務の仕事に就きました。子どもの体調不良時に職場の理解

を得られず、大変だったので 1 年後思い切って転職し今は時短で働いています。夜 20 時から

は子どもたちの世話（お風呂など）をパートナーに任せ、自分は翌日の夕食作りをし、21 時に

子どもたちと寝るようにしています。 

預かり保育のお迎えが自分の子どもが一番最後でかわいそうかなと思ったけれど、お母さんが輝

いて誇りを持っていれば大丈夫です。提供会員さんは自分の親と同じ世代で、孫のように子ども

を見てくれる素敵な方々です。 

 

＊お二人の体験談はとてもリアルで、これから復帰する皆さんにとってイメージができ「頑張ろ

う！」と勇気をもらえました。参加者からサポートの利用の仕方の質問も出て、「もっと早く利

用すればよかった」「自分にも子どもにも利用して良かった」と嬉しいお言葉をいただきました。 

                          

サポート活動の思い出 

自分で一歩踏み出してみようと勇気を出し入会して 16 年、仕事や都合で出来ない時

もありましたが、これまでいろいろなお子さんとの出会いがありました。 

３カ月の双子の男のお子さんを預かったときは、3～4 ヶ月という短い期間でしたが、

ハイハイができるまでの成長を見ることができたので嬉しかったです。 

いろいろなお子さんを預かるたびに、緊張あり、楽しさあり、お母さんに無事に引き

渡せた時にはホッとしていました。 

今まで預かりができたのもサポートのスタッフの皆さんが段取り良く見守ってくださったからだと感謝し

ています。これからもサポートの皆さん頑張ってください。 

 

いつも優しくおおらかな気持ちで、たくさんのお子さんたちを見ていただいた S さん 

出張集団保育のお手伝いにも協力していただきました。 

平成 18 年からこれまで長い間お世話になりありがとうございました。 

 

 

 

 



横浜子育てサポートシステム緑区支部より 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   サポートあれこれ日記    

 

ヒヤリ・ハットアンケートについて 

みなさんの日ごろの育児の中で、または 

預かり・送迎などのサポート活動中に感 

じた「ヒヤリ・ハット」の経験を教えて 

ください。みんなで共有し、子育て・ 

預かりの安全につなげたいと思います。 

簡単なアンケートです。ご協力お願いします。 

ヒヤリ・ハット 

アンケート 

 

緊急救命講習について 

国の方針で事故防止の観点から提供・両方会員のみなさんに

は平成 29年度より 5年に 1度の緊急救命講習受講が必須化

されました。定期的に受講をすることで、いざ！というときに

行動することができ命を守ることができます。 

最初の受講から 5年が経過する方は、受講をお願いします。 

緑区支部でも７月１４日（金）に開催する予定です。 

また、横浜市消防局（公益法人 

横浜市防火防災協会）開催の 

普通救命Ⅲを受講された方は、 

「緊急救命講習受講済み届出書」 

の提出で受講情報の更新をする 

ことができます。 

他区支部開催の緊急救命講習の 

受講することもできます。他区支部 

の開催情報は横浜子育てサポートシステムの HP でお知らせ

します。 

横浜市防火防災協会 

https://www.ydp.or.jp/ 

 

子サポ deあずかりおためし券配布について 

令和５年４月１日以降出生のお子さんがいる利用・両方会員

に７月１日以降配布することができます。 

配布を希望する方は、利用会員自身の本人確認 

書類とお子さんの生年月日等が確認できる書 

類のコピーを区支部事務局に提出してください。 

詳細は横浜市 HP をご覧ください。 

 

横浜市 HP 

【発行】横浜子育てサポートシステム緑区支部（NPO 法人グリーンママ） 

〒226-0025 横浜市緑区十日市場町 817-8 緑区地域子育て支援拠点いっぽ内 

TEL：045-982-3521  E-mail  kosapo@midori-ippo.com 
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